
　本日は、このような心温まる素晴らしい卒園式を開いていただきまして、ありがとうございます。

卒園児の保護者を代表し、ごあいさつ申し上げます。

　

　入園当時、私たち親は、いろいろな不安や悩みを抱え、まだ小さかった子どもと、つぼみ園

の門をくぐりました。

　温かく迎え入れてくださった先生方、職員の方々の笑顔や心配りにどれだけ私たち親は安心

することができたでしょう。

　そんなつぼみ園のもとで子どもたちは、泣いて笑って毎日を過ごしました。

　今日という日を無事に迎えられたこと、本当にうれしく思います。

　この数年間を思い返してみると、子育てをするなかで、大変だったことも、つらいな・・・と

泣いたことも何度もありました。

　でも素敵なこともたくさんありました。

　悩んでいるのは一人じゃない。同じ思いをしている保護者の方たちとの出会いがあり、心強く

励みになりました。

　そして、子どもの成長を一緒に喜んでくれる人が増えました。

ゆっくりだって、成長している。子どものたくましさを感じ「ありがとう」という気持ちをかみ

しめました。

　つぼみ園での思い出は、数えきれないほどあります。

　特に運動会では、大勢の方が見ている中、どの子も輝いて主役になれる時がありました。

　「こうすればできるんじゃないかな、わかりやすいんじゃないかな」・・・と、先生方の熱い思

いや工夫が伝わってくる素敵な運動会で、子どもたちの表情からも達成感が感じ取れました。

　いつも子どもたちと向き合い、寄り添い、成長をわが子のことのように喜んでくださった先生

方をはじめ、職員の方々、本当にありがとうございました。

　子どもたちは、これから新しい環境に入り、戸惑いや不安もあると思います。でも、つぼみ園

で過ごした子どもたちなら、一歩踏み出す勇気をもって、素敵な笑顔を振りまきながら、過ごし

てくれると思います。

　どの子もまだまだ隠された力を秘めています。

　そんな力を信じ、私たち親は、子どもの成長を見守り、子どもに成長させてもらい、歩んで

いきたいと思います。

　結びに、つぼみ園がこれからもたくさんの家族を笑顔にできる園でありますように、また、

ご来賓の皆様と職員の皆様の益々のご健勝をお祈りしまして、お礼のごあいさつとさせていた

だきます。

　本日は本当にありがとうございました。
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